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がん細胞に対して
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ショウガ（生姜）から得られる、抗がん作用の最も
強い物質が 6-ショウガオール（6-shogaol）である。
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（元表の出典：Molecules 2018, 23(7), 1646; https://doi.org/10.3390/molecules23071646）

150℃前後で、6-ギンゲロールから 6-ショ
ウガオールへの変換率が最も高まる。
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150℃の場合、6-ショウガオール
が最も増えるのは6時間後。
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